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乳幼児健康診査における診察項目と対象疾患の検証 

― 眼・腹部領域の疾患 ― 

 

          研究分担者  田中太一郎 （東邦大学健康推進センター） 

          研究代表者  山崎 嘉久 （あいち小児保健医療総合センター） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 乳幼児健診については、診察の標準化を目的

として、臨床的知見に基づいた「乳幼児健康診

査 身体診察マニュアル」1）（以下、身体診察

マニュアル）が四者協委員などの専門家により

作成されている。身体診察マニュアルには乳幼

児健診で把握すべき疾病名が示されている。 

また、本研究班では今年度、「身体的・精神

的・社会的（biopsychosocial）に健やかな子ど

もの発育を促すための切れ目のない保健・医療

体制提供のための研究」班と協力して、スクリ

ーニング対象とすべき疾病の把握に適する診

察項目を国通知の医師診察項目から精選し、

「医師診察標準項目」作成している。 

本研究班では昨年度、小児期に発症する疾患

を疫学的エビデンスの視点から整理し、乳幼児

健診でスクリーニング対象とする疾患を特定

する作業を行った。そこで、本分担研究では、

昨年度の作業の際に用いた基準で身体診察マ

ニュアルに示された疾病を疫学的エビデンス

の視点から整理し、スクリーニング対象疾病を

抽出する作業を行った。そして、それらのスク

リーニング対象疾患が医師診察標準項目によ

って把握可能であるかを検証した。 

研究要旨 

【目的】身体診察マニュアルに示された疾病を疫学的エビデンスの視点から整理し、スクリーニ

ング対象疾病を抽出する。そして、それらのスクリーニング対象疾患が医師診察標準項目によっ

て把握可能であるかを検証する。 

【方法】身体診察マニュアルに示された疾病から、1）乳幼児健診で発見できる手段がある、2）

発見や治療に臨界期と介入効果がある、3）発症頻度が出生 1万人に 1人以上、4）保健指導上重

要な疾患である、の 4つの基準を用いてスクリーニング対象疾病を選定した。その後、医師診察

標準項目との整合性を検討した。本分担研究では「眼」「腹部」の領域の疾病を対象とした。 

【結果】3〜4 か月児健診では斜視、網膜芽細胞腫、先天緑内障、先天白内障、神経芽腫、鼡径

ヘルニア、臍ヘルニア、Wilms 腫瘍がスクリーニング対象疾病と選定された。また、1 歳 6 か月

健診については斜視、視力障害、機能性便秘、神経芽腫、鼡径ヘルニア、臍ヘルニア、Wilms 腫

瘍が、3 歳児健診については斜視、弱視、遠視、近視、機能性便秘、神経芽腫、鼡径ヘルニア、

臍ヘルニア、Wilms 腫瘍がスクリーニング対象疾病と選定された。すべてのスクリーニング対

象疾患と医師診察標準項目の整合性が確認できた。 

【結論】身体診察マニュアルに示された疾病から疫学的検討により選定したスクリーニング対

象疾患は、医師診察標準項目により把握可能であることが明らかとなった。 
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Ｂ．研究方法 

 身体診察マニュアルには乳幼児健診で把握

すべき疾病名が示されている。そこで、それら

の疾病を疫学的エビデンスの視点から整理し、

スクリーニング対象疾病を抽出した。スクリー

ニング対象を疫学的に検討するための基準と

して、以下の 4つを用いた。 

1）乳幼児健診で発見できる手段がある。 

2）発見や治療に臨界期と介入効果がある。 

3）発症頻度が出生 1万人に 1人以上。 

4）保健指導上重要な疾患である。 

これらに、昨年度に抽出した疾病のうち、身体

診察マニュアルには示されていないが重要と

考えられるもの加え、スクリーニング対象疾病

を特定した。なお、健診時期以前に医療として

把握される疾患は除外した。 

その後、これらのスクリーニング対象疾病と

医師診察標準項目との整合性を確認し、これら

の疾患の発見手段（問診、視診、聴診、触診、

検査法等）を身体診察マニュアルや文献から検

討した。また、乳幼児健診で発見した際の対応

方法や保健指導上の重要性についても考察し

た。 

なお、昨年度と同様、健診の対象時期は 3〜

4 か月児健診、1 歳 6 か月児健診、3 歳児健診

とした。また、本分担研究では「眼」「腹部」

領域の抽出を担当し、乳幼児健診の従事医であ

る複数の分担研究者や研究代表者とともに作

業を行った。 

（倫理面への配慮） 

本分担研究は文献的検討を行うものである

が、人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針に基づいて、あいち小児保健医療総合センタ

ーにおける倫理委員会の審査で承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

 身体診察マニュアルに示されている疾病、及

び身体診察マニュアルには示されていないが

昨年度に実施した疫学的検討で把握された疾

病のうち、最終的にスクリーニング対象疾病と

したものを健診時期ごとに別表に示す。あわせ

て、医師診察標準項目との整合性の検証結果や

各疾病の発見手段についても表に示す。 

 身体診察マニュアルには 3～4 か月健診の際

に眼科領域で把握する疾病として視力障害が

あげられている。しかし、3～4か月健診で視力

障害を見つけることは発見手段の面からも難

しいため、今回、スクリーニング対象疾病から

は除外した。 

 1歳 6か月健診の際に眼科領域で把握する疾

患として、Marcus Gunn瞳孔があげられている

が、これについても頻度が少ないと考えられ、

また健診以前に医療として把握されると考え

られることからスクリーニング対象疾病から

は除外した。その他、同時期に把握する疾患と

して網膜芽細胞腫、先天白内障があげられてい

るが、これらについては 1歳 6か月健診までに

発見されていると思われるため、スクリーニン

グ対象疾病から除外した。 

 次に腹部領域についてであるが、3か月健診

時に発見すべき疾患として身体診察マニュア

ルには奇形腫、肛門周囲膿瘍があげられている。

奇形腫は頭蓋内、脊柱管内に発生するものを含

めて年間 80 例程度の発生であるため、発症頻

度の点から今回はスクリーニング対象疾病か

ら除外した。また、肛門周囲膿瘍については健

診よりも前に受診に至ることがほとんどと思

われるため、除外した。 

 1 歳 6 か月、3 歳健診時に発見する疾患とし

て身体診察マニュアルには便秘があげられて

いるが、これは日常的に認められる疾患であり、

健診までに医療機関で相談することが多いと

思われるため、今回はスクリーニング対象疾病

から除外した。 
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Ｄ．考察 

本分担研究では、身体診察マニュアルに示さ

れている「眼」「腹部」領域の疾患が疫学的検

討基準を満たしているか、および医師診察標準

項目によって把握可能であるかを検証した。 

その結果、3～4か月児健診では眼の領域で 1

つの疾患が、腹部領域で 2つの疾病がスクリー

ニング対象疾病から除外された。また、1 歳 6

か月児健診では眼の領域で 3つの疾患が、腹部

領域では 1 つの疾病が除外された。さらに、3

歳児健診では腹部領域で 1 つの疾病がスクリ

ーニング対象疾病から除外された。 

これらの疾病がスクリーニング対象疾病か

ら除外された理由をしては、発症頻度が出生 1

万人に対して 1人未満と少ない、あるいは健診

を受診するよりも前に日常生活の中で医療機

関を受診して相談・加療していると思われると

いったものであった。 

今回、本研究班では身体診察マニュアルを踏

まえたスクリーニング対象疾病の選定、および

これらの疾患が医師診察標準項目によって把

握可能であるかの検証を行った。その結果、身

体診察マニュアルから抽出したスクリーニン

グ対象疾病についてはいずれも医師診察標準

項目によって発見可能であることが確認され

た。 

乳幼児健診は必ずしも小児科医が診察を担

当するとは限らず、診察の制度を一定以上にす

るためにも医師診察標準項目は必要と考えら

れる。今回の検討で医師診察標準項目を用いる

ことで乳幼児健診で発見すべきスクリーニン

グ対象疾病がもれなく発見できることが明ら

かとなった。今後は医師診察標準項目を普及し

ていくことが重要と思われる。 

 

Ｅ．結論 

 身体診察マニュアルに示された疾病から疫

学的検討により選定したスクリーニング対象

疾患は、医師診察標準項目により把握可能であ

ることが明らかとなった。 
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ー

ジ
）

−
−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

D
51

 
臍

ヘ
ル

ニ
ア

臍
ヘ

ル
ニ

ア
1〜

2歳
５

〜
10

⼈
に

⼀
⼈

の
割

合
（

⽇
本

⼩
児

外
科

学
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
−

−

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
発

症
頻

度
 国

内

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内
発

症
頻

度
 海

外
保

健
指

導
上

の
重

要
性

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

3～4か月児健診

184



カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
眼

位
の

異
常

検
査

等
視

診
⼿

技

斜
視

−
眼

位
異

常
・

⾓
膜

反
射

法
・

遮
閉

試
験

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
視

⼒
の

異
常

検
査

等

視
⼒

障
害

−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
腹

部
腫

瘤

検
査

等
聴

診
等

神
経

芽
腫

−
−

W
ilm

s腫
瘍

−
−

機
能

性
便

秘

―
−

親
の

申
し

出
が

あ
れ

ば
対

応
す

る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段

触
診

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

問
診

・
視

線
が

合
い

ま
す

か
・

⽬
つ

き
や

⽬
の

動
き

が
お

か
し

い
と

思
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

判
定

と
対

応

問
診 −

⼿
技

・
視

反
応

不
良

・
遮

閉
試

験
で

嫌
悪

反
応

問
診 −

− ―

仰
臥

位
触

診
に

て
固

い
腫

瘤
あ

り

仰
臥

位
触

診
に

て
固

い
腫

瘤
あ

り

・
仰

臥
位

触
診

に
て

左
下

腹
部

の
腫

瘤
・

腹
部

膨
満

・
便

塊
の

貯
留

1歳6か月児
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斜
視

内
斜

視
は

⽣
後

6ヶ
⽉

頃
ま

で
⾒

当
た

ら
ず

⽶
国

：
2〜

6％
−

視
⼒

障
害

弱
視

は
3歳

頃
ま

で
（

⽇
本

眼
科

医
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
⾒

当
た

ら
ず

−
−

神
経

芽
腫

間
15

0か
ら

20
0名

程
度

の
新

規
発

症
例

（
⼩

慢
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

⽶
国

：
1万

⼈
に

1⼈

−

W
ilm

s腫
瘍

−

出
⽣

数
1.

2〜
1.

5万
 に

１
⼈

（
⽇

本
⼩

児
外

科
学

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

−

機
能

性
便

秘
⽇

本
に

お
け

る
報

告
は

少
な

く
頻

度
は

不
明

で
あ

る
（

⼩
児

慢
性

機
能

性
便

秘
症

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

−
−

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

1歳6か月児
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

そ
け

い
ヘ

ル
ニ

ア

問
診

計
測

値
・

検
査

等
視

診
触

診
⼿

技

鼡
径

ヘ
ル

ニ
ア

⿏
径

部
の

ふ
く

ら
み

−

仰
臥

位
視

診
に

て
そ

け
い

部
の

膨
隆

あ
り

−
−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

臍
ヘ

ル
ニ

ア

問
診

計
測

値
・

検
査

等
視

診
触

診
⼿

技

臍
ヘ

ル
ニ

ア
−

−

仰
臥

位
視

診
に

て
そ

け
い

部
の

膨
隆

あ
り

−
−

聴
診 −

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

−

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

聴
診

1歳6か月児
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鼡
径

ヘ
ル

ニ
ア

発
⽣

率
は

こ
ど

も
の

1〜
5％

（
⽇

本
⼩

児
外

科
学

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

−
−

臍
ヘ

ル
ニ

ア
1〜

2歳
５

〜
10

⼈
に

⼀
⼈

の
割

合
（

⽇
本

⼩
児

外
科

学
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
−

−

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
発

症
頻

度
 国

内
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

対
象

疾
病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

症
頻

度
 海

外
保

健
指

導
上

の
重

要
性

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

1歳6か月児

188



カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

眼
位

の
異

常

検
査

等
視

診
⼿

技

斜
視

−
眼

位
異

常
・

⾓
膜

反
射

法
・

遮
閉

試
験

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

視
⼒

の
異

常

検
査

等
触

診
等

⼿
技

弱
視

視
⼒

検
査

−
−

遠
視

視
⼒

検
査

−
−

近
視

視
⼒

検
査

−
−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

腹
部

腫
瘤

検
査

等
聴

診
等

神
経

芽
腫

−
−

W
ilm

s腫
瘍

−
−

機
能

性
便

秘

―
−

親
の

申
し

出
が

あ
れ

ば
対

応
す

る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

問
診

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

触
診

⽴
位

触
診

に
て

固
い

腫
瘤

あ
り

⽴
位

触
診

に
て

固
い

腫
瘤

あ
り

・
仰

臥
位

触
診

に
て

左
下

腹
部

の
腫

瘤
・

腹
部

膨
満

・
便

塊
の

貯
留

―−−問
診

・
視

線
が

合
い

ま
す

か
・

⽬
つ

き
や

⽬
の

動
き

が
お

か
し

い
と

思
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か

⽬
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

（
乳

幼
児

健
康

診
査

 ⾝
体

診
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

⽬
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

（
乳

幼
児

健
康

診
査

 ⾝
体

診
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

⽬
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

（
乳

幼
児

健
康

診
査

 ⾝
体

診
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

問
診

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

3歳児健診
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斜
視

内
斜

視
は

⽣
後

6ヶ
⽉

頃
ま

で
⾒

当
た

ら
ず

⽶
国

：
2〜

6％
−

弱
視

3歳
頃

ま
で

（
⽇

本
眼

科
医

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

⾒
当

た
ら

ず
−

遠
視

⾒
当

た
ら

ず
−

近
視

⾒
当

た
ら

ず
−

神
経

芽
腫

間
15

0か
ら

20
0名

程
度

の
新

規
発

症
例

（
⼩

慢
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

⽶
国

：
1万

⼈
に

1⼈

−

W
ilm

s腫
瘍

−

出
⽣

数
1.

2〜
1.

5万
 に

１
⼈

（
⽇

本
⼩

児
外

科
学

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

−

機
能

性
便

秘
⽇

本
に

お
け

る
報

告
は

少
な

く
頻

度
は

不
明

で
あ

る
（

⼩
児

慢
性

機
能

性
便

秘
症

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

−
−

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内
発

症
頻

度
 海

外
保

健
指

導
上

の
重

要
性

3歳児健診
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

そ
け

い
ヘ

ル
ニ

ア

問
診

計
測

値
・

検
査

等
視

診
触

診
⼿

技

鼡
径

ヘ
ル

ニ
ア

⿏
径

部
の

ふ
く

ら
み

−

⽴
位

視
診

に
て

そ
け

い
部

の
膨

隆
あ

り
−

−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

消
化

器
系

疾
患

 
診

察
所

⾒
項

⽬
：

臍
ヘ

ル
ニ

ア

問
診

計
測

値
・

検
査

等
視

診
触

診
⼿

技

臍
ヘ

ル
ニ

ア
−

−

⽴
位

視
診

に
て

臍
部

の
膨

隆
あ

り
−

−

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

聴
診 − 聴
診 −

3歳児健診
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鼡
径

ヘ
ル

ニ
ア

発
⽣

率
は

こ
ど

も
の

1〜
5％

（
⽇

本
⼩

児
外

科
学

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

−
−

臍
ヘ

ル
ニ

ア
1〜

2歳
５

〜
10

⼈
に

⼀
⼈

の
割

合
（

⽇
本

⼩
児

外
科

学
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
−

−

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

3歳児健診
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